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落とすと推計されています※2。医
療の不足や紛争・災害……体の自
由がきかない妊産婦や赤ちゃんは、
日々さまざまな危機にさらされて
いるのです。今号では母子の命と
健康を守るための国境なき医師団
（MSF）の挑戦を報告します。
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娠・出産の過程で１日に
約800人の女性※1と約
6400人の新生児が命を妊
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母子の命と
健康を守る
MSFの挑戦

全
すべ

てのお母さんと新しい命のために

2人だけ」――ある患者の言葉です。
5歳未満で命を落とす子どもの数
は推計で年間約500万人。うち実
に約47％を新生児（生後28日以内）
が占めます。※３生後まもない赤ち
ゃんが命を落とす原因は、主に早
産や先天性疾患、感染症など。い
ずれも若年や高齢妊娠、多胎妊娠
の妊婦、または妊娠高血圧症や妊
娠糖尿病などの疾患があるハイリ
スクな妊婦に多く見られます。

子それぞれの不調を産
前・産後健診によって早
期発見し、治療につなげ

られれば、発症や重症化を抑えら
れます。そこで、MSFは産前・産
後健診が大切な理由を啓発したり、
村落部で移動診療を行ったりと普
及を促進。いまや世界40カ国以上

で産前・産後健診を展開し、実施
件数も過去10年で約40％増加しま
した。また、より多くの女性にと
って、さらに安全な出産環境を整
えるため、診療所の建設や高度な
医療機器の導入、HIVの母子感染
予防などにも取り組んでいます。

　こうした努力が実を結び、例え
ばサイード医師（下記）の勤める
病院では新生児死亡率が１年で約
14％低下。紛争が長引く中、希望
の光となっています。
全
すべ
てのお母さんと新しい命のた

めに。MSFの挑戦は続きます。

たな命の誕生はドラマに
満ちています。妊娠がわ
かったとき、妊娠期間中、

産声が上がる瞬間……喜びや驚き、
時には悲しみも。そして残念なが
ら、ドラマが常にハッピーエンド
とは限りません。
　最新の推計によると、2020年
の世界の妊産婦死亡数は28万
7000人※1。命を落とす主な原因
は高血圧や大量出血、感染症など
ですが、いまの日本なら重症化は
稀
まれ
です。産前健診で発見され治療
されるか、出産時の処置が迅速だ
からです。
　一方、妊産婦死亡率の高い地域
ではさまざまな危険が安全な出産
を阻み、妊産婦と赤ちゃんの命や
健康を常に脅かします。表紙に登
場するお母さんと赤ちゃんは、危
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りの痛みに恐怖を感じ、カヌーで
２時間かけて国境なき医師団
（MSF）の診療所に来たそうです。
　彼女のように、産前健診はおろ
か基礎的な医療すら受けられない
人びとの数はいまも膨大です。家
族や伝統的分娩介助者などの助け
が得られても、容体が急変すれば、
なす術

すべ
がありません。母体が危な

くなれば、赤ちゃんの命や健康に
も危険が及びます。
「7人産んで、生き残っているのは

険をくぐり抜けて生き延びた人た
ちなのです。
　アデリアさん（表紙左上）は18
歳。熱帯雨林に暮らすワラオ族で、
近くには医療施設がなく、一度も
産前健診を受けていません。あま

世界の妊産婦死亡数※１

MSFの年間分娩介助件数（2022）

世界の妊産婦死亡数の
４人に１人が集中する国で

戦火の中で子どもを産み
育てるということ

●イエメン●ナイジェリア

聴診器 体重計
抗レトロウイルス薬
（ARV）治療

マスク式人工呼吸器

セオフィラス・チョノング
（産科救急看護師）

シュロク・サイード
（医師／医療活動マネジャー）

光線治療器

お母さんと赤ちゃんを守る薬と道具

皆さまのご支援が
お産の現場を
支えています

女性が妊娠・出産で死亡するリスク※２

MSFスタッフの声
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平日10 : 00～17 : 00／担当：荻野、今尾

遺贈に関するご相談・お問い合わせ

TEL 03-5286-6430担当者直通
平日9 : 00～18 : 00／土日祝日、年末年始休業

寄付・ご登録情報に関するお問い合わせ

TEL 0120-999-199 通話料無料

突然の紛争激化、自然災害の発生。国境なき医師団（MSF）が
緊急事態に対応できるのは、皆さまのご支援があるからこそ。
ウクライナの紛争激化から２年、トルコ・シリア地震から１年
たったいま、現地での課題と取り組みをお伝えします。

スマートフォンから
マイページ参照は

トルコ・シリア●避難先のキャンプで広がる感染症

ウクライナ●長引く紛争で懸念される心の健康

スマートフォンから

特集ページはこちら➡

今号の感想を教えてください

MSF連絡帳

領収書のお届けについて

確定申告について

『「国境なき医師団」の僕が世界一過酷な場所で
見つけた 命の次に大事なこと』

書籍のご案内


